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白鷹町立白鷹中学校開校に向けて　②～③
町誕生60周年記念事業　④
白鷹町観光交流大使のご紹介　⑤　
白鷹町役場庁舎等整備基本構想（案）
のパブリックコメントを募集します　⑥～⑦

白鷹町産業フェア2014を開催します   ⑧
第49回白鷹若鮎マラソン大会出場者募集　⑨
平成27年度白鷹町職員を募集します    ⑪
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統
合
中
学
校
整
備
工
事
の

６
月
30
日
現
在
の
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

■
昇
降
口
棟

　

平
成
25
年
度
末
に
平
屋
建
て
を

２
階
建
て
に
増
改
築
す
る
工
事
が

完
了
し
ま
し
た
。
現
在
、
２
階
部

分
を
仮
の
職
員
室
と
し
て
使
用
し

て
い
ま
す
。
管
理
棟
（
職
員
室
）

の
工
事
完
了
後
、
多
目
的
室
と
し

て
の
利
用
が
始
ま
り
ま
す
。

■
普
通
教
室
棟

　

平
成
25
年
度
に
耐
震
補
強
工
事

が
完
了
し
ま
し
た
（
※
保
健
室
を

除
く
）。 

※
保
健
室
は
、
現
在
工
事
を
行
っ

て
い
る
管
理
棟
に
移
設
さ
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
耐
震
補
強
工
事
を
行
い

ま
す
。
白
鷹
中
学
校
開
校
後
は
多

目
的
室
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

 

■
管
理
棟
（
職
員
室
）・
社
教
用

玄
関

　

基
礎
工
事
を
施
工
し
て
い
ま
す
。

完
成
後
の
職
員
室
は
こ
れ
ま
で
の

約
２
倍
の
面
積
に
な
り
ま
す
。

平
成
26
年
度
は
次
の
工
事

も
実
施
し
ま
す

■
特
別
教
室
棟
耐
震
補
強
工
事

　

地
震
の
横
揺
れ
か
ら
柱
の
損
傷

を
防
ぐ
た
め
、
柱
と
壁
と
の
間
に

切
れ
目
を
入
れ
る
工
事
を
行
い
ま

す
。

■
体
育
館
耐
震
補
強
工
事

　

梁
の
ボ
ル
ト
交
換
を
行
い
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
体
育
館
が
使
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

■
統
合
中
学
校
外
構
整
備
工
事

　

学
校
敷
地
内
の
駐
車
場
整
備
や

中
庭
に
人
工
芝
を
敷
く
工
事
を
行

い
ま
す
。

■
統
合
中
学
校
書
庫
建
築
工
事

　

木
造
平
屋
１
０
０
㎡
程
度
の
書

庫
を
建
築
し
ま
す
。

■（
仮
称
）町
民
武
道
館
等
敷
地
造

成
工
事

　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
４
面
）の
敷
地

造
成
工
事
と
整
備
工
事
を
行
い
ま

す
。
あ
わ
せ
て（
仮
称
）町
民
武
道

館
の
敷
地
造
成
工
事
も
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
係　

　

☎
85

－

６
１
４
４

　

町
で
は
、
白
鷹
町
立
東
中
学
校
と
白
鷹
町
立
西
中
学
校
の
２
つ

の
中
学
校
を
統
合
し
、
平
成
27
年
４
月
に
「
白
鷹
町
立
白
鷹
中
学

校
」
を
開
校
し
ま
す
。

　

現
在
、「
夢
実
現
に
ま
い
進
す
る
学
校
」「
心
か
よ
い
、
信
頼
の

絆
で
結
ば
れ
る
学
校
」「
郷
土
を
愛
し
、
郷
土
を
誇
る
白
鷹
人
が

育
つ
学
校
」
を
め
ざ
す
姿
と
し
て
、
開
校
の
準
備
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

平
成
25
年
11
月
12
日
か
ら
平
成

26
年
２
月
28
日
の
間
に
、
新
中
学

校
の
校
章
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
２
７
７
名
か
ら
２
７
８

点
の
作
品
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
の
中

か
ら
、
白
鷹
町
中
学
校
統
合
準
備

委
員
会
総
務
部
会
、
白
鷹
町
中
学

校
統
合
準
備
委
員
会
に
お
い
て
慎

重
な
審
査
の
う
え
候
補
作
５
点
を

選
定
い
た
だ
き
、
教
育
委
員
会
に

答
申
さ
れ
ま
し
た
。
教
育
委
員
会

で
審
議
し
た
結
果
、
菅
原
き
あ
ら

さ
ん
と
鈴
木
絢け
ん

之じ

さ
ん
（
と
も
に

東
中
学
校
３
年
生
）
が
共
同
制
作

し
た
作
品
を
採
用
す
る
こ
と
に
決

定
し
、
髙
橋
知
子
さ
ん
（
東
北
芸

術
工
科
大
学
卒
・
白
鷹
町
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
ー
む
勤
務
）
に

デ
ザ
イ
ン
補
正
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
校
章
が
新

し
い
校
章
で
す
。
こ
の
校
章
は
今

後
、
白
鷹
町
立
白
鷹
中
学
校
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
校
旗
な
ど
に
使
用

さ
れ
ま
す
。

「
白
鷹
町
立
白
鷹
中
学
校
」
に

　
　
　
　
　

ふ
さ
わ
し
い
校
章
が
決
ま
り
ま
し
た

昇降口外観（着工前）昇降口外観（完成）昇降口（校舎内より）
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　【校章に込めた製作者の願い】

①左右の翼は、夢実現に向かって力強く羽ばたく若鷹の翼です。

②桜は白鷹町のシンボルです。白鷹町の木、古典桜のように、ふるさとを愛し、ふるさとに誇
りを持つ白鷹人になるという思いを込めました。

③円は、白鷹町内の中学生が、一つの輪（和）になることを表し、スクールカラーにしました。
信頼の絆で結ばれる白鷹中学校になってほしいという思いを込めました。

④中心に白鷹中学校の頭文字「S」を書き、「輝く」という思いを込めて黄色にしました。

　
工
事
期
間
中
は
駐
車
場
が
狭
く

な
り
、
ご
不
便
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
て
い
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

管理棟（正門より）管理棟（2階より）社教用玄関

普通教室普通教室棟廊下

白鷹中学校の新しい校章
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昭
和
29
年
10
月
１
日
に
誕
生
し
た
白
鷹
町
は
、
今
年
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。
白
鷹
の
未
来
を
担
う

次
の
世
代
へ
美
し
い
白
鷹
の
風
景
や
伝
統
を
継
承
し
、
節
目
の
年
を
祝
う
と
と
も
に
、
今
後
の
さ
ら

な
る
発
展
を
誓
い
、
記
念
事
業
を
行
い
ま
す
。

◆
ピ
エ
ゾ
グ
ラ
フ
に
よ
る

　
　
　
「
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
展
」　

―
子
供
の
幸
せ　

み
ん
な
で
楽
し

む
絵
本
の
世
界

－

▼
い
つ　

９
月
27
日
（
土
）

　
　
　

〜
10
月
26
日
（
日
）

◇
講
演
会　

講
師
…
ち
ひ
ろ
美
術

　

館
常
任
顧
問
・
松
本
猛　

氏

◇
映
画
上
映　

ほ
か

◆
葛
飾
北
斎　

　
　
　
「
富
嶽
三
十
六
景
展
」　

▼
い
つ　

11
月
８
日
（
土
）

　
　
　

〜
12
月
７
日
（
日
）

◆
我
が
家
の
お
宝
展　

▼
い
つ　

８
月
２
日
（
土
）

　
　
　

〜
８
月
24
日
（
日
）

▼
会
場　

白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー　

あ
ゆ
ー
む

10
月
発
刊

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会　

☎
85

－

６
１
４
６

◆
白
鷹
産
業
フ
ェ
ア

８
月
２
日
（
土
）
〜
３
日
（
日
）  

■
産
業
振
興
課
商
工
振
興
係

☎
85

－

６
１
３
６

◆
白
鷹
鮎
ま
つ
り　

９
月
13
日
（
土
）
〜
15
日
（
月
）

■
産
業
振
興
課
観
光
交
流
係

☎
85

－

６
１
２
６　

◆
工
芸
体
験
ま
つ
り

９
月
14
日
（
日
）
〜
15
日
（
月
）

■
産
業
振
興
課
観
光
交
流
係

☎
85

－

６
１
２
６　

◆
若
鮎
マ
ラ
ソ
ン
大
会

９
月
23
日
（
火
）

■
教
育
委
員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
85

－

６
１
４
７

◆
地
区
対
抗
駅
伝
競
走
大
会　

10
月
12
日
（
日
）

■
教
育
委
員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
85

－

６
１
４
７

◆
白
鷹
町
芸
術
祭

11
月
１
日
（
土
）
〜
２
日
（
日
）

■
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・
文
化

振
興
係　

☎
85

－

６
１
４
６

◆
健
康
ま
つ
り

11
月
８
日
（
土
）

■
健
康
福
祉
課
健
康
推
進
係

☎
85

－

０
２
１
０

▼
日
時　

10
月
５
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜

▼
会
場　

白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー　

あ
ゆ
ー
む

◇
表
彰
、
記
念
講
演
（
増
田
寛
也

元
総
務
大
臣
）
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
企
画
室

企
画
調
整
係　

☎
85

－

６
１
２
３

いわさきちひろ
　　夜の国で青い鳥をつかまえるチルチルとミチル　1969 年　絵本『青い鳥』
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　「　「

青
あお

木
き

　実
まこと

　さん上
うえ

原
はら

　恭
きょう

子
こ

　さん田
た

勢
せ

　康
やす

弘
ひろ

　さん

白鷹町観光交流大使をご紹介します
　町では、町誕生 60周年と現在開催中の「山形デスティネーションキャンペーン」を機に、観光交流を推
進し観光物産を振興していくため、首都圏で活躍されている町出身者や町にゆかりのある３名の方を白鷹町
の「観光交流大使」としてご委嘱申し上げました。今後、観光物産振興への助言・サポートをいただくとと
もに、首都圏等において白鷹町の魅力や観光・イベント・特産品等のＰＲをしていただくことになります。
どうぞよろしくお願いします。

■問い合わせ　産業振興課観光交流係　☎ 85 － 6126

【田勢さんよりひとこと】 【上原さんよりひとこと】 【青木さんよりひとこと】
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町
で
は
、
平
成
24
年
度
策
定
の

「
白
鷹
町
庁
舎
等
施
設
再
配
置
計

画
」
を
も
と
に
平
成
26
年
度
に
白

鷹
町
役
場
庁
舎
等
整
備
基
本
構
想

を
策
定
し
ま
す
。

　

現
在
ま
で
検
討
を
重
ね
、
６
月

の
議
会
に
本
案
を
報
告
し
ま
し
た
。

本
案
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
地

区
公
民
館
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
内

容
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
後
は
、
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
な
ど
を
受
け
、
町
の
振

興
審
議
会
、
そ
し
て
議
会
に
報
告

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

【基本構想策定の背景】
・施設、設備の老朽化、耐震性に問題（役場庁舎築 50 年、中央公民館築 40 年）
・災害に強い庁舎として、防災センター機能を持った施設の確保
・中央公民館大ホールに変わる住民活動の場の確保
・役所機能の分散化による、住民サービス、事務の効率化が課題

【基本方針】
①町のランドマークとなる一体的な施設
②利用しやすく、親しみやすい施設
③災害に強く、防災拠点となる安全・安心な施設
④環境にやさしいエコ施設
⑤まちづくりの拠点となる施設
⑥町民に開かれた議会機能を有する施設
⑦木材を活用し、白鷹らしさを感じられる施設
⑧効率的で、将来の変化に柔軟に対応できる施設

【基本理念】
　町民の「あんぜん・あんしん」、自然（木）をいかし環境に「やさしい」施設

【施設計画】

庁舎 議会

防災センター

図書館

白鷹分署

庁舎棟

分署棟
【施設平面イメージ】

建築から 50 年が経過の役場庁舎

中央公民館（南側より）
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◆
意
見
募
集
期
間　

８
月
15
日（
金
）ま
で

　

ご
意
見
は
、「
広
報
直
通
便
」
ま

た
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

の
「
ご
意
見
提
出
様
式
」
に
必
要

事
項
を
記
載
の
上
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
な
ど
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

■
意
見
・
問
い
合
わ
せ　

総
務
課

企
画
室
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

☎
87

－

０
８
３
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
85

－

６
１
２
８

E-m
ail: kikaku

@
so
.to
w
n
.

shirataka.yam
agata.jp

区分 概算事業費
事業費内訳

国県 起債 一般財源
 分署棟  白鷹分署 0.5（※） 0.5

 庁舎棟
 役場庁舎

20.0
0.4 8.2 2.7

 防災センター 2.5 2.9 0
 図書館 3.3 0

 既存建物解体 1.8 1.3 0.5
 渡り廊下 0.4 0.3 0.1
 エネルギー棟 1.6 0.8 0.8 0.0

 外構工事（車庫含む）
 役場庁舎

3.7
1.6 0.5

 防災センター 1.0 0
 図書館 0.6 0

 小計 28.0 3.7 20.5 3.8
 測量調査・設計等 1.7 1.3 0.4
 用地補償費・備品等 別途

 合計 29.7 3.7 21.8 4.2

【概算事業費】

【事業スケジュール】

【敷地計画イメージ図】

単位：億円 【事業費内訳と実質負担額】

単位：億円

国県

起債

一般財源

事業費内訳 実質負担額

計 29.7

計 19.7

3.7

21.8

4.2 4.2

15.5

破線：既存建物

交付税措置
を除いた額

（※）分署棟（白鷹分署）は概算事業費 2.2 億円のうち町負担分 0.5 億円と見込み算出
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　　　　　　主　　催　白鷹町産業フェア2014実行委員会（白鷹町商工会内　☎85－0055）
　　　　　　構成団体　白鷹町、白鷹町商工会、山形おきたま農業協同組合、山形県酪農業協同組合、白鷹町観光協会、白鷹町アルカディア財団、西置賜ふるさと森林組合

いつ　８月２日（土）～３日（日）　　会場：白鷹町文化交流センターあゆーむ

　　

　
　☎

夏のしらたかを楽しもう！

　☎

　☎

　☎
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■申し込みの問い合わせ　教育委員会生涯スポーツ係
　　　「白鷹若鮎マラソン大会実行委員会　事務局」

　　　　　☎85－6147（直通）　FAX85－2183

第49回

９
月
23
日（
火
・
秋
分
の
日
）

　

日
本
陸
連
公
認
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
　

（
第
８
５
５
３
号
）

　

ス
タ
ー
ト
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

　

白
鷹
町
立
蚕
桑
小
学
校

・
健
康
で
、
自
分
が
希
望
す
る
コ
ー
ス

　

を
完
走
で
き
る
方

・
壮
年
男
子
の
部
は
、
平
成
26
年
９
月

　

23
日
現
在
で
、
満
40
歳
以
上
の
方

　

高
校
生　
　
　

２
０
０
０
円

　

一　

般　
　
　

３
０
０
０
円

（
２
㌔
の
場
合
は
２
０
０
０
円
）

　

小
・
中
学
生　

１
０
０
０
円

■
　

８
月
４
日
（
月
）
必
着

　

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
も

　

８
月
４
日
（
月
）
ま
で
）

白鷹若鮎マラソン大会

◆
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン　

①
一
般
男
子
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
一
般
女
子
の
部

　
　
　
　
　
　

（
制
限
時
間
２
時
間
50
分
）

※
ス
タ
ー
ト
か
ら
２
時
間
20
分
経
過
の
時
点

　

で
17
・
4
㎞
を
通
過
で
き
な
い
選
手
は
競

　

技
役
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
10
キ
ロ　
　

①
高
校
の
部

　
　
　
　
　
　

②
一
般
男
子
の
部

　
　
　
　
　
　

③
一
般
女
子
の
部

◆
５
キ
ロ　
　

②
女
子
の
部（
高
校
生
以
上
）

　
　
　
　
　
　

③
壮
年
男
子
の
部

◆
３
キ
ロ　
　

①
中
学
男
子
の
部

　
　
　
　
　
　

②
中
学
女
子
の
部

◆
２
キ
ロ　
　

小
学
生
以
上

1991 年
　・東京国際女子マラソン　    優勝
1992 年
　・名古屋国際女子マラソン   ２位
　・ゴールドコーストマラソン　優勝
1993 年
　・東京国際女子マラソン　   ２位
1994 年
　・パリマラソン　　　　　    優勝
　　２時間２７分５５秒（大会新）
　・札幌国際ハーフ　　　　    優勝

白鷹町誕生60周年記念

◆ 1962 年 10 月 27 日生まれ
　 　福岡出身

出場者を募集します
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「
白
鷹
町
ふ
る
さ
と
応
援
制
度
」
は
、
平
成
20
年
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
共
感
す
る
方
々
か
ら
の
寄
付
を
受
け

入
れ
、
寄
付
者
の
思
い
を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
て
い
く
も
の
で

す
。
平
成
25
年
度
は
１
６
４
１
件
、
１
９
６
３
万
円
の
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
よ
り
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆寄付金の受け入れ状況

◆寄付金の活用状況

　

寄
付
金
は
、
次
の
事
業
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

１
件
５
０
０
０
円
〜

※
寄
付
金
額
に
上
限
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
税
制
上
の
控
除
額
に
は
限

度
が
あ
り
ま
す
。

　

　

町
外
に
お
住
ま
い
の
方

よ
り
寄
付
金
額
１
万
円
以
上
を
い

た
だ
い
た
場
合
、
町
の
特
産
品
を

お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

（
米
沢
牛
、
や
ま
が
た
地
鶏
、
米
、

り
ん
ご
、
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
な
ど
）

◆寄付金活用の予定事業

①
所
得
税
と
②
住
民
税
の
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

①
所
得
税
の
控
除
額

　

寄
付
金
額
か
ら
一
律
２
０
０
０

円
を
差
し
引
い
た
額
に
所
得
税
率

を
か
け
た
金
額

②
住
民
税
の
控
除
額

　

寄
付
い
た
だ
い
た
金
額
に
対
し

て
、
基
本
控
除
と
特
別
控
除
が
あ

り
、
そ
の
合
計
額
が
税
額
か
ら
控

除
さ
れ
ま
す
。

　　

寄
付
さ
れ
る
方
は
、
寄
付
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
役
場

に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
提

出
後
、
寄
付
金
の
納
付
書
な
ど
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の

入
金
方
法
で
寄
付
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

＊
寄
付
申
込
書
は
、
総
務
課
企
画

室
企
画
調
整
係
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。（
ご
連
絡

い
た
だ
け
れ
ば
町
外
に
お
住
ま
い

の
方
に
郵
送
い
た
し
ま
す
）

①
し
ら
た
か
の
文
化
応
援
事
業

②
し
ら
た
か
の
人
づ
く
り
応
援
事
業

③
し
ら
た
か
の
観
光
応
援
事
業

④
し
ら
た
か
の
集
落
応
援
事
業

⑤
と
に
か
く
！
し
ら
た
か
応
援
事
業

■
ふ
る
さ
と
応
援
制
度
に
関
す
る
窓
口

　

総
務
課
企
画
室
企
画
調
整
係　

　

☎
85

－

６
１
２
３

■
税
の
控
除
に
関
す
る
窓
口　

　

税
務
出
納
課
町
民
税
係

　

☎
85

－

６
１
３
２　

▲特産品のりんご「シナノゴールド」
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募集職種及び
採用予定人員 受　　験　　資　　格

上級行政職
　〔大学卒業程度〕

　①平成元年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた方
　②平成５年４月２日以降に生まれた方で、学校教育法による大学（短期大
　　学を除く）及びこれと同等と認められる学校を卒業した方、または平成
　　27年３月までに卒業見込みの方

上級専門職（土木）
　〔大学卒業程度〕

平成元年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた方

初級行政職
　〔高校卒業程度〕

　平成５年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた方
　※ただし、学校教育法による大学（短期大学を除く）を卒業した方、また
　　は平成27年３月までに大学（短期大学を除く）を卒業見込みの方は受験
　　できません。

【試験日及び会場】

◇第１次試験
　９月21日（日）
　会場：長井市立長井南中学校
◇第２次試験　10月中・下旬予定

【受験申込受付期間】

　７月14日（月）～８月８日（金）

【試験内容】

◇第１次試験
　○上級行政職
　　教養試験 （大学卒業程度）・専門試験（行政）・
　　職場適応性検査・作文試験
　○上級専門職（土木）
　　教養試験 （大学卒業程度）・専門試験（土木）・
　　職場適応性検査・作文試験
　○初級行政職
　　教養試験 （高校卒業程度）・職場適応性検査・　
　　作文試験
　◇第２次試験　面接試験

【募集要項・受験申込書の配付】

　募集要項及び受験申込書は次の方法で入手でき
ます。

①白鷹町役場で受け取る場合
　役場２階総務課において平日午前８時30分から
　午後５時15分までの時間に交付します。
②郵便で請求する場合
　１２０円切手を貼り宛先を明記した返信用封筒
（角型２号）を同封のうえ、「白鷹町職員採用試験申
　込用紙請求」と朱書きして総務課総務係まで送付
　してください。
③ホームページからダウンロードする場合
　町のホームページから入手してください。
　（http://www.town.shirataka.lg.jp/）
※ホーム→仕事・産業→職員・臨時職員採用のペー
　ジに掲載しています。

【提出書類】

①白鷹町職員採用試験申込書及び住民票抄本（本籍
　または国籍記載のもの）
②写真…３カ月以内に撮影したもので、タテ４cm
　×ヨコ３cm、無帽、上半身、正面
※応募は郵送でも受け付けます。（８月８日必着）

■応募先・問い合わせ

〒992－0892　
白鷹町大字荒砥甲833番地
　　総務課総務係　☎85－6120



　
　

12　

　

健診の結果、そのままにしていませんか？　

　

　

がん検診を受けましょう！　

　

■担当・問い合わせ　健康福祉課健康推進係　☎86－0210
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児童福祉制度・手当についてのお知らせ

●一部支給停止措置について

　手当を受けてから５年以上を経過した方（８歳未満
の児童を監護する方を除く）は、就労などの実績がな
い場合、手当額が２分の１に減額されます。該当する
方には適用除外のための届書を送付していますので忘
れずに提出してください。
　※次の場合は、減額対象になりません。
　・あなたが働いているか、求職活動をしている場合
　・あなたが身体上または精神上の障がいがある場合
　・あなたが病気やケガで働くことができない場合
　・あなたが子どもや親族を介護しなければならない
　　ため働くことができない場合

●支給内容
　４月、８月、12 月の３期に分けて支給します。（月額）

●所得制限限度額

※扶養親族の数が３人以上のときは、１人につき 38 万円
　を加えた額になります。

　離婚などで、ひとり親になっている方、あるいは親
にかわって子どもを養育している方に対して、生活の
安定・自立の促進とともに、子どものすこやかな成長
を願って支給される手当です。

●児童扶養手当を受給できる方

　18歳に達する年度末までの児童（心身に障がいがあ
る児童は20歳未満）を養育しているひとり親家庭 ( 配
偶者が一定程度障がいの状態にある場合も含む ) の父
母または養育者
　※次の場合は、対象になりません。
　・養育者の所得が一定額以上の場合
　・養育者、対象児童が公的な年金を受けることがで
　　きる場合
　・対象児童が児童福祉施設などに入所している場合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

●現況届の提出をお忘れなく

　手当を受給している方は、毎年８月中に現況届の提
出が必要になります。後日、該当する方に必要書類を
送付しますが、現況届の提出がないと８月分以降の手
当を受けることができません。忘れずに、早めに提出
ください。

　特別児童扶養手当は、精神または身体に障がいのあ
る児童の福祉増進のために支給されます。

●特別児童扶養手当を受給できるかた

　20歳未満で精神または身体に障がいのある児童を養
育している父母または養育者。
　※次の場合は、対象になりません。
　・対象児童が児童福祉施設などに入所している場合
　・養育者の所得が一定額以上の場合
　　　　　　　　　　　　　　　　　など
●支給内容
４月、８月、11 月の３期に分けて支給します。

●所得制限限度額

※扶養親族の数が３人以上のときは、１人につき 38 万円
　を加えた額になります。

●所得状況届の提出をお忘れなく

　手当を受給している方は、毎年８月11日から９月10
日までの間に所得状況届の提出が必要になります。
後日、該当する方に必要書類を送付しますが、所得状
況届の提出がないと８月分以降の手当を受けることが
できません。忘れずに、早めに提出ください。

詳しい手続き・ご相談は、健康福祉課子育て支援係にお問い合わせください。　☎86－0212
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１
位　

５
分
団
１
部
１
班
（
町
下
）

出
場
者
…　

佐
藤
良
一
、
笹
原
翔

太
、
田
代
良
、
新
野
清
水
、
佐
藤

聡
、
志
田
淳

※
太
字
の
班
が
支
部
大
会
に
出
場

　

６
月
29
日
、
白
鷹
町
消
防
団
操

法
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
ポ
ン
プ
車
の
部
、
小

型
ポ
ン
プ
の
部
、
小
型
ポ
ン
プ
積

載
車
の
部
で
操
法
技
術
が
競
わ
れ
、

日
頃
の
訓
練
の
成
果
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

入
賞
の
班
は
、
７
月
13
日
に
行

わ
れ
る
西
置
賜
支
部
大
会
に
出
場

し
ま
す
。
各
班
の
健
闘
を
祈
り
ま

す
。

　国民健康保険加入の70歳未満の方と70 ～
74歳の町民税非課税世帯の方が療養を受ける
場合、「限度額適用認定証」（町民税非課税世帯
の方は「限度額適用・標準負担額減額認定証」）
を医療機関等の窓口に提示すると、保険診療分
の医療費の支払いが自己負担限度額までとなり
ます。
　認定証は、申請した月から有効となります。
交付を受けたら、忘れずに医療機関等の窓口に
提示してください。

国民健康保険の限度額適用認定証等の手続きについて

≪すでに認定証の交付を受けている方へ≫

　現在お持ちの認定証の有効期限は、平成26
年7月31日までとなっています。8月以降も継
続して入院される等で認定証が必要な方は、更
新の申請をしてください。7月31日までに更新
の申請をされた方には、8月上旬に郵送します。

※70～ 74歳で町民税課税世帯の方は、認定証
　がなくても一定の限度額までの支払いとなる
　ため申請の必要はありません。
※白鷹町の国民健康保険以外の方は、加入して
　いる健康保険協会、健康保険組合等にお問い
　合わせください。

■問い合わせ　町民課国保医療係
　☎85－6130

１
位　

2
分
団
１
部
１
班
（
粡
町
）

出
場
者
…   

黒
澤
太
、
布
川
和
浩
、

遠
藤
智
紀
、
須
貝
紀
明
、
荒
木
智

之
、
後
藤
啓
仁

２
位　

１
分
団
１
部
１
班
（
東
高
玉
）

３
位　

３
分
団
５
部
１
班
（
追
分
）

１
位　

２
分
団
5
部
１
班
（
黒
鴨
）

出
場
者
…
横
沢
正
輝
、
横
沢
竜
二
、

佐
藤
充
、
原
田
宏
一
、
山
口
直
人

２
位　

３
分
団
３
部
１
班
（
貝
生
中
）

出
場
者
…   

渡
邉
健
太
郎
、
紺
野

和
紀
、
梅
津
勇
士
、
吉
田
賢
、
菅

原
喜
郎

３
位　

３
分
団
５
部
４
班
（
本
宿
）

＊申請窓口　役場１階　町民課２番受付
＊持ち物　　国民健康保険被保険者証、印鑑
　　※平成26年度の町民税非課税世帯の方で
　　　平成25年８月１日以降に90日を超える
　　　入院をされた方はその領収書等（入院日
　　　数がわかるもの）も持参ください。
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白
鷹
町
産
業
振
興
戦
略
会
議
で

は
、
町
の
支
援
を
受
け
、
農
工
商

観
の
連
携
や
農
業
の
６
次
産
業
化

に
よ
る
新
た
な
事
業
へ
の
取
組
を

支
援
す
る
た
め
助
成
制
度
を
設
け

事
業
に
取
り
組
む
方
を
支
援
し
ま

す
。

▼
募
集
内
容

　

白
鷹
町
の
農
林
水
産
物
や
地
域

資
源
な
ど
を
活
用
し
た
以
下
の
事

業
を
募
集
し
ま
す
。

①
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
開
発
等

を
行
う
た
め
の
調
査
検
討
事
業

　

勉
強
会
や
研
修
会
の
開
催
、
先

進
地
調
査
及
び
試
作
品
の
作
成
な

ど
、
様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
具
体

化
す
る
た
め
の
調
査
検
討
を
行
う

事
業
に
対
し
、
20
万
円
を
上
限
と

し
て
事
業
経
費
の
２
分
の
１
を
助

成
し
ま
す
。

②
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
等
の
開

発
、
既
存
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
等
の

改
良
に
取
り
組
む
事
業

　

既
に
調
査
検
討
が
十
分
に
な
さ

れ
て
お
り
、
事
業
化
を
目
指
し
て

商
品
開
発
な
ど
の
具
体
的
取
組
を

行
う
事
業
で
、
50
万
円
を
上
限
と

し
て
事
業
経
費
の
２
分
の
１
を
助

成
し
ま
す
。

③
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
、
既
存

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
等
改
良
後
の
販

路
拡
大
な
ど
具
体
的
取
組
を
行
う

事
業
に
30
万
円
を
上
限
と
し
て
事

業
経
費
の
２
分
の
１
を
助
成
し
ま

す
。

▼
助
成
対
象
者

　

次
の
1
、
2
、
3
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
。

1　

白
鷹
町
で
農
林
水
産
業
を
営

む
個
人
ま
た
は
法
人
（
以
下
「
農

林
水
産
業
者
」
と
い
う
）

2　

農
林
水
産
業
者
が
組
織
す
る

団
体

3　

白
鷹
町
で
商
工
観
光
業
を
営

む
個
人
ま
た
は
法
人

▼
募
集
期
間　

7
月
31
日
（
木
）
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

白
鷹
町
産
業
振
興
戦
略
会
議
（
白

鷹
町
産
業
セ
ン
タ
ー
内
）
安
部　

☎
85

－

０
０
５
５

６
次
産
業
化
支
援
事
業
助
成
事
業
を
募
集
し
ま
す

　

公
益
財
団
法
人
や
ま
が
た
農
業

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
農
地
中
間

管
理
機
構
と
し
て
、
農
地
中
間
管

理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第

17
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
以
下
の

と
お
り
農
用
地
等
の
借
受
希
望
者

を
募
集
し
ま
す
。

◆
応
募
方
法

　

農
用
地
等
の
借
受
希
望
者
の
募

集
・
受
付
は
市
町
村
担
当
窓
口
で

行
い
ま
す
。
申
込
用
紙
は
白
鷹
町

役
場
産
業
振
興
課
窓
口
に
あ
り
ま

す
の
で
、
所
定
の
事
項
を
記
入
の

う
え
、
提
出
く
だ
さ
い
。
申
込
み

用
紙
は
、
や
ま
が
た
農
業
支
援
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
募
集
期
間

　

８
月
11
日（
月
）
ま
で

◆
募
集
区
域

　

募
集
の
対
象
と
な
る
区
域
に
つ

い
て
は
、
下
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
市
町
村
窓
口
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
借
受
け
を
希
望
す
る
区
域
が

２
つ
以
上
あ
る
場
合
は
、
募
集
区

域
ご
と
に
申
し
込
み
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
借
受
希
望
区
域
が
他
市

町
村
の
場
合
は
、
当
該
市
町
村
に

申
し
込
み
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

※
応
募
い
た
だ
い
た
場
合
、
一
部

内
容
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
公

表
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
承
諾
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
申

込
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
相
談
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

○
白
鷹
町
農
業
再
生
協
議
会　
　

　
（
役
場
産
業
振
興
課
内
）

　

☎
85

－

６
１
０
７

○
公
益
財
団
法
人
や
ま
が
た
農
業

　

支
援
セ
ン
タ
ー

　

山
形
市
緑
町
一
丁
目
９
番
30
号

　

緑
町
会
館
６
階

☎
０
２
３

－

６
３
１

－

０
６
９
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
３

－

６
２
４

－

６
０
１
９

http://w
w
w
.yam

agata-nogyo-
sc.or.jp

　　

農
用
地
等
の
貸
付
希
望
の
申
し

出（
申
し
込
み
）は
、
各
市
町
村
の

業
務
委
託
先
で
行
い
ま
す
。
申
込

用
紙
は
業
務
委
託
先
（
白
鷹
町
農

業
再
生
協
議
会
、
Ｊ
Ａ
山
形
お
き

た
ま
白
鷹
支
店
）
窓
口
に
あ
り
ま

す
の
で
、
所
定
の
事
項
を
記
入
の

う
え
、
提
出
く
だ
さ
い
。

※
業
務
委
託
先
は
、
各
市
町
村
で

異
な
り
ま
す
。
他
市
町
村
の
農
用

地
に
つ
い
て
は
、
該
当
の
市
町
村

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
相
談
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

○
白
鷹
町
農
業
再
生
協
議
会　
　

　
（
役
場
産
業
振
興
課
内
）

　

☎
85

－

６
１
０
７

○
Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
白
鷹
支
店

　

☎
85

－

２
１
２
６

農地を貸したい
のだけれど…
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　７月１日、荒砥郵便局（佐藤敏幸局長）よ
りブラジルで開催されたサッカーワールド
カップ大会の公式試合球レプリカセットが
町教育委員会に贈呈されました。子どもた
ちに世界的イベントであるワールドカップ
のレプリカを真近で見て夢に向かってがん
ばってほしいと、大会に協賛しているゆう
ちょ銀行から全国の小学校に贈られたもの
で、町教育委員会と町内の５校に１つずつ
いただきました。ありがとうございました。

　６月17日、鮎貝小学校の３年生が、学校
近くのりんご園で、りんごの摘果作業を行
いました。家のりんごの収穫を手伝うとい
う児童もいましたが、摘果はみんな初めて
の作業で、ひとつひとつが大きく甘くなる
ようにと、実の大きさを見ながら間引きを
しました。収穫する秋にまでには葉摘み作
業も体験し、文字を書いたシールを貼って
一人ひとりオリジナルの文字入りのりんご
を収穫する予定です。

　６月９日、蚕桑小学校で「蚕を迎える式」
が行われました。「蚕桑」の由来を知ろうと
３年生の総合学習として始まった蚕の飼
育は今年で13回目。式では、菅悠悟くんが
「蚕のことをたくさん知って家族にもおし
えてあげたい」と述べ、３年生16人が地域
の「蚕の先生」から蚕の習性や育て方を教
わりました。児童たちは、「名前をつけたい」
「大切に育てる」と、桑の葉を食べる小さ
な幼虫を見つめ観察していました。

　６月24日、産業センターにおいて、平成
26年度白鷹学講座「田勢康弘講演会」が開
催されました。ジャーナリストとして安倍
政権のいまをするどくお話しいただいたほ
か、長年にわたり親交があった島倉千代子
さんの人生を映像、名曲とともに振り返り
ました。過去にパワーセンターでの講演会
に島倉さんが突然登場した際の映像も流れ、
当時のエピソードなども話してくださいま
した。

　

丸
川
大
介
さ
ん
（
横
田
尻
・
丸

川
畜
産
専
務
）
よ
り
、
町
内
の
保

育
園
児
に
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
米

沢
牛
の
牛
肉
（
５
０
０
人
分
25
キ

ロ
）
を
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

６
月
23
日
に
町
内
４
保
育
園
で
、

い
た
だ
い
た
牛
肉
を
ス
テ
ー
キ
に

調
理
し
給
食
で
お
い
し
く
ご
ち
そ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

丸
川
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

丸
川
大
介
さ
ん
よ
り
牛
肉

を
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
たよつば保育園 さくらの保育園
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　６月10日、東根小学校でランニングクリ
ニックが行われ、５・６年生がハードル走
を教わりました。総合型地域スポーツクラ
ブ「ＲＯ＊ＫＵ」の主催で開催されたもの
で、株式会社ドリームゲートのスタッフと
山形大学陸上部の現役選手が来校し、腕を
振ればリズムもとれて速くなることを教わ
りました。秋の大会ではクリニックの成果
が表れみんな記録が伸びることを期待して
います。

　６月22日、いきいき深山郷「のどか村ま
つり」が開催されました。恒例のさくらん
ぼ狩りなどが行われたほか、会場では、訪
れたひとに山菜汁がふるまわれ、手打ちそ
ばなど、のどか村の味が提供されました。
また、今年も青竹の流しそうめんが登場し、
そうめんとともにもぎたてのさくらんぼも
流れました。涼しげな流しそうめんに子ど
もたちも集まり、おいしそうにすすってい
ました。

　

「
半
夏
生
」
の
７
月
２
日
、

あ
ゆ
ー
む
に
お
い
て
、
紅
花
ア

ー
ト
展
「
紅
花colors

」
が
開

幕
し
ま
し
た
。

　

や
ま
が
た
舞
子
さ
ん
を
招
い

て
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
町
長
か
ら
舞
子
さ
ん
に

「
本
紅
」
が
贈
ら
れ
、
紅
さ
し

と
、「
紅
花
摘
み
唄
」
な
ど
の
舞

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
パ
レ
ス
松
風
で
は
、

白
鷹
産
の
紅
花
を
使
っ
た
特
別

限
定
メ
ニ
ュ
ー
「
紅
ラ
ン
チ
」

の
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
31
日
ま
で
の
期
間
限
定

で
、
パ
レ
ス
松
風
と
あ
ゆ
茶
屋

で
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

「
紅
花co

lo
rs

×
時
の
種
子
」

　

あ
ゆ
ー
む
と
あ
ゆ
茶
屋
に
お

い
て
、
東
北
芸
術
工
科
大
学
の

染
織
や
繊
維
を
専
門
と
す
る
テ

キ
ス
タ
イ
ル
コ
ー
ス
の
皆
さ
ん

に
よ
る
ア
ー
ト
作
品
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
紅
花
と
白
鷹
町

を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
で
す
。

パレス松風の紅ランチあゆ茶屋の紅ランチ

あゆーむに展示の巨大オブジェ。蚕桑
小の児童が育てた繭で作られています。

あゆ茶屋内に展示された、深山和紙で
紅花の種を表現した作品。
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【
事
例
】

　

男
子
中
学
生
の
母
に
「
子
ど
も

の
学
力
診
断
テ
ス
ト
を
し
な
い
か
」

と
電
話
が
あ
り
、
無
料
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
の
で
業
者
に
自
宅
に
来

て
も
ら
っ
た
。
テ
ス
ト
の
結
果
、

非
常
に
学
力
が
低
い
と
指
摘
さ
れ

不
安
に
な
っ
た
と
こ
ろ
に
、
学
習

教
材
の
購
入
を
勧
め
ら
れ
た
。
3

学
年
分
の
教
材
セ
ッ
ト
で
50
万
円

と
高
額
だ
っ
た
が
、
子
ど
も
が
気

に
入
っ
た
う
え
に
、「
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
で
指
導
が
あ
る
。
家
庭
教
師
を

頼
む
よ
り
安
い
」
と
言
わ
れ
て
そ

の
気
に
な
り
、
そ
の
場
で
契
約
し
、

後
日
一
括
で
支
払
っ
た
。
し
か
し
、

電
話
を
し
て
も
教
材
の
使
い
方
の

指
導
だ
け
で
学
習
指
導
は
受
け
ら

れ
ず
、
教
材
も
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
ば

か
り
で
ほ
と
ん
ど
使
用
し
て
い
な

い
の
で
、
解
約
し
た
い
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

無
料
や
数
千
円
の
学
力
テ
ス
ト

の
後
に
、
高
額
な
学
習
教
材
の
契

約
を
勧
め
ら
れ
る
相
談
が
依
然
と

し
て
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
夜
遅

く
ま
で
長
時
間
勧
誘
さ
れ
た
り
、

「
テ
ス
ト
に
出
る
と
こ
ろ
が
分
か

る
」
な
ど
と
説
明
さ
れ
た
り
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
学
習
教
材

や
学
習
指
導
の
質
は
、
実
際
に
利

用
し
て
み
な
い
と
分
か
ら
ず
、
契

約
の
際
に
説
明
の
真
偽
を
確
認
す

る
の
は
難
し
い
も
の
で
す
。

　

そ
の
場
で
す
ぐ
契
約
せ
ず
、
冷

静
に
検
討
し
、
一
度
に
多
量
・
多

額
の
教
材
は
購
入
せ
ず
、
最
小
単

位
で
、
せ
め
て
学
年
ご
と
、
必
要

な
科
目
だ
け
、
契
約
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
契
約
書
を

よ
く
読
み
、
解
約
の
条
件
に
つ
い

て
も
よ
く
確
認
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
85

－

６
１
３
１

地域包括支援センター ℡86-0112

　

み
な
さ
ん
は
「
八
乙
女
げ
ん
き

塾
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方

を
対
象
と
し
た
通
所
型
の
介
護
予

防
事
業
で
、
現
在
、
79
人
が
利
用

し
て
い
ま
す
。

「
と
し
ょ
っ
て
足
（
交
通
手
段
）

も
な
い
し
外
出
が
億お
っ

劫く
う

に
な
っ
た
」

と
い
う
方
も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
高
齢
に
な
っ
て
か
ら
の
外
出

は
生
活
す
る
上
で
と
て
も
重
要
で
、

介
護
予
防
対
策
の
一
つ
に
「
閉
じ

こ
も
り
予
防
」
が
あ
げ
ら
れ
る
ほ

ど
で
す
。

◆
八
乙
女
げ
ん
き
塾

▼
対
象　

65
歳
以
上
で
介
護
認
定

を
受
け
て
い
な
い
方

▼
会
場　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
送
迎
あ
り
）

▼
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
利
用
回
数　

月
〜
金
曜
日
で
週

1
回
程
度
（
祝
祭
日
は
休
み
で
曜

日
希
望
は
受
付
不
可
）

▼
利
用
料
金　

１
回
７
０
０
円　

▼
内
容　

体
調
チ
ェ
ッ
ク
、
健
康

相
談
や
介
護
予
防
の
運
動
、
栄
養

口
腔
の
話
、
昼
食
、
季
節
に
合
わ

せ
て
花
見
等
の
バ
ス
ハ
イ
ク
な
ど
、

み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

【
参
加
者
の
声
】

　

木
口
眞
一
さ
ん

「
担
当
の
民
生
委
員
さ
ん
か
ら
げ

ん
き
塾
参
加
を
勧
め
て
も
ら
っ
た
。

楽
し
く
て
一
回
も
休
ん
で
い
な
い
。

外
出
が
少
な
く
な
っ
た
友
達
を
誘

っ
て
一
緒
に
参
加
し
て
い
る
よ
。」

　

長
澤
善
七
さ
ん

「
自
分
か
ら
な
か
な
か
参
加
で
き

ず
友
達
に
誘
っ
て
も
ら
っ
た
。
仕

事
を
辞
め
て
か
ら
あ
ま
り
さ
わ
が

な
く
な
っ
て
つ
き
あ
い
も
少
な
く

な
っ
た
。
げ
ん
き
塾
で
は
み
ん
な

と
話
が
で
き
て
楽
し
い
。
皆
さ
ん

も
参
加
し
た
ほ
う
が
い
い
よ
。」

　

外
出
や
交
流
、
そ
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
人
と
会
話
す
る
こ
と
は
介

護
予
防
・
認
知
症
予
防
の
た
め
に

も
と
て
も
重
要
で
す
。
お
茶
の
み

や
サ
ロ
ン
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
趣
味

に
加
え
、
ぜ
ひ
「
八
乙
女
げ
ん
き

塾
」
に
も
参
加
し
て
、
心
も
体
も

元
気
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ

　

ン
タ
ー　

☎
86

－

０
１
１
２

vol.46
　

学
力
診
断
テ
ス
ト
は
無
料
で
も
…

　
　
　
　
　

高
額
な
学
習
教
材
の
契
約
に
注
意
！

「
八
乙
女
げ
ん
き
塾
」
で

　
　
　
　

心
も
体
も
元
気
！

「１週間ぶりだな。元気だったが？」
休憩時間のひとコマ

「ごっくん体操をやってみましょう」
歯科衛生士さんよりお口の健康につ
いてのお話
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明
る
い
や
ま
が
た

　
　
　
夏
の
安
全
県
民
運
動

▼
実
施
期
間

　
　
　

７
月
22
日
（
火
）

　
　

〜
8
月
21
日
（
木
）

　

夏
は
、
長
期
休
暇
や
レ
ジ
ャ
ー
、

暑
さ
に
よ
る
気
の
ゆ
る
み
や
疲
労

な
ど
か
ら
交
通
事
故
や
水
の
事
故

等
が
多
く
な
り
、
ま
た
、
青
少
年

の
非
行
や
身
近
な
犯
罪
等
も
多
く

な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

気
を
引
き
締
め
て
「
安
全
で
安

心
な
毎
日
」
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
運
動
の
重
点
】

◆
青
少
年
の
健
全
育
成
と
い
じ
め

や
非
行
の
防
止

あ
い
さ
つ
・
見
守
り
運
動

「
子
ど
も
を
家
庭
・
地
域
で
育
て

よ
う
！
」

　

５
月
25
日
、
高
玉
地
内
の
不

法
投
棄
箇
所
で
、
地
元
の
方
々

23
人
と
、
不
法
投
棄
防
止
対
策

協
議
会
（
県
産
業
廃
棄
物
協
会

会
員
、
県
・
町
職
員
）
で
タ
イ

ヤ
の
回
収
作
業
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

現
場
に
は
埋
め
た
よ
う
に
投

棄
さ
れ
た
タ
イ
ヤ
も
あ
り
、
こ

の
日
だ
け
で
約
１
３
０
０
本
も

の
タ
イ
ヤ
を
回
収
し
ま
し
た
。
　

不
法
投
棄
現
場
の
原
状
回
復

に
は
多
大
な
労
力
と
費
用
が
か

か
り
ま
す
。

「
誰
も
見
て
い
な
い
か
ら
…
」

「
誰
か
が
片
付
け
て
く
れ
る
だ

ろ
う
…
」

そ
ん
な
安
易
な
気
持
ち
で
投
棄

し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　　

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。
美

し
い
し
ら
た
か
の
自
然
を
守
る

た
め
に
も
、
不
法
投
棄
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　

☎
85

－

６
１
３
１

バケツリレーの要領で、タイヤをト
ラックに積み込みました。

穴を掘って投棄されていたタイヤも
引き上げました。

モ
ラ
ル
・
マ
ナ
ー
の
向
上
運
動

「
大
人
が
子
ど
も
の
手
本
と
な
ろ

う
！
」

子
ど
も
を
事
故
、
犯
罪
等
か
ら
守

る
運
動

「
子
ど
も
の
安
全
を
地
域
社
会
全

体
で
守
ろ
う
！
」

◆
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

　

防
止
と
飲
酒
運
転
の
撲
滅

＊
し
っ
か
り
止
ま
っ
て
は
っ
き
り

　

確
認 

＊
全
員
で
着
用　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

＊
夜
光
反
射
材
の
着
用

＊
飲
酒
運
転
を
「
し
な
い
・
さ
せ

　

な
い
・
許
さ
な
い
」

◆
海
・
山
・
川
で
の
事
故
防
止

＊
子
ど
も
の
遊
泳
に
は
保
護
者
等

　

の
監
視
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
し

　

ま
し
ょ
う
。

＊
登
山
や
釣
り
は
、
体
調
に
注
意

　

し
、
無
理
の
な
い
安
全
な
計
画

　

で
行
い
ま
し
ょ
う
。

＊
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
い
る
子

　

ど
も
等
に
は
、
み
ん
な
で
注
意

　

し
あ
い
ま
し
ょ
う
。

◆
身
近
な
犯
罪
等
の
防
止

　

家
族
旅
行
、
夏
祭
り
、
買
い
物

等
、
外
出
の
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。
犯
罪
の
被
害
に
あ
わ
な
い
よ

う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

＊
戸
締
り
し
っ
か
り
カ
ギ
か
け
て
。

＊
自
宅
に
多
額
の
現
金
を
置
か
な

　

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

＊
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
鍵
を

　

を
抜
い
て
、
ド
ア
を
ロ
ッ
ク
し
、

　

カ
バ
ン
や
貴
重
品
は
置
か
な
い

　

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

＊
地
域
ぐ
る
み
で
犯
罪
を
防
止
し
、

　

安
全
で
住
み
良
い
地
域
に
し
ま

　

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

☎
85

－

６
１
３
１

長
井
警
察
署
☎
84

－

０
１
１
０

白
鷹
西
駐
在
所
☎
85

－

２
０
２
９

白
鷹
東
駐
在
所
☎
85

－

２
０
４
６

林道脇にもタイヤの不法投棄があり
ました。
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〜
県
立
荒
砥
高
等
学
校
〜

◆ 

荒
高
体
育
祭
完
全
燃
焼

　

次
回
「
汗
」
七
月
二
十
五
日
ま
で
。　

「
記
念
」
八
月
二
十
五
日
ま
で
。

　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
八
三
三
番
地　

白
鷹
町
役
場
総
務
課
企
画
室
情
報
係　

宛

　

　
　

 

　

６
月
21
日
、
本
校
恒
例
の
「
荒

高
体
育
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
校
で
は
『
行
事
で
育
て
る
』

を
合
い
言
葉
と
し
て
、
一
人
ひ
と

り
の
主
体
的
な
取
り
組
み
を
通
し

て
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
協
調
性
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど

の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
「
荒
高
体
育
祭
」
で
は
、
赤
組
、

白
組
に
分
か
れ
て
、
競
技
の
得
点

と
応
援
を
競
い
合
い
ま
す
。
１
組

が
赤
、
２
組
が
白
の
縦
割
り
の
組

編
成
で
す
。
３
年
生
を
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
異
学
年
が
い
か
に
団
結
で

き
る
か
が
勝
敗
を
分
け
ま
す
。
両

組
と
も
に
準
備
段
階
か
ら
様
々
な

課
題
を
克
服
し
て
臨
ん
で
い
る
の

で
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
抜
群
で
す
。 　

競
技
で
は
ど
の
生
徒
も
全
力
で

真
剣
に
戦
い
、
両
軍
か
ら
は
力
強

い
応
援
が
響
き
ま
す
。
ま
さ
し
く
、

学
校
中
が
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

応
援
合
戦
で
は
、
両
軍
と
も
こ

れ
ま
で
練
習
し
て
き
た
成
果
を
一

糸
乱
れ
ぬ
演
技
で
披
露
し
て
感
動

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

総
合
優
勝
は
赤
組
、
応
援
賞
は

白
組
と
順
位
は
付
き
ま
し
た
が
、

競
技
を
終
え
て
両
軍
抱
き
合
い
な

が
ら
互
い
の
健
闘
を
た
た
え
合
う

姿
に
、
生
徒
が
こ
の
行
事
を
通
し

て
、
一
回
り
も
二
回
り
も
成
長
し

て
く
れ
た
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

ご
来
賓
の
皆
さ
ん
を
始
め
、
多

く
の
方
々
に
来
校
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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広報直通便

Ｑ
５
月
29
日
に
竜
巻
注
意
報
、
６

月
５
日
に
は
訓
練
の
緊
急
地
震
速

報
が
町
内
に
放
送
さ
れ
た
そ
う
で

す
が
、
聞
こ
え
て
い
た
の
は
一
部

だ
け
で
は
な
い
で
す
か
？

　

注
意
報
や
警
報
な
ど
、
町
内
隅

々
ま
で
届
く
よ
う
に
、
各
地
区
公

民
館
か
ら
も
放
送
す
る
な
ど
工
夫

が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
す
か
。

　

火
災
時
の
サ
イ
レ
ン
も
遠
隔
操

作
で
き
る
設
備
が
あ
れ
ば
い
い
と

思
い
ま
す
。　
　
　

（
匿
名
希
望
）

Ａ
お
答
え
し
ま
す

　

現
在
、
白
鷹
町
の
情
報
伝
達
方

法
に
つ
い
て
は
、
音
声
告
知
シ
ス

テ
ム
と
緊
急
速
報
メ
ー
ル
シ
ス
テ

ム
の
二
通
り
の
方
法
が
あ
り
、
国

か
ら
の
緊
急
情
報
（
国
民
保
護
情

報
・
緊
急
地
震
速
報
・
土
砂
災
害

警
戒
情
報
な
ど
）
と
町
か
ら
の
緊

急
情
報
等
を
町
民
の
方
へ
周
知
し

ま
す
。

　

一
つ
目
の
音
声
告
知
シ
ス
テ
ム

は
、
各
保
育
園
・
各
小
中
学
校
・

各
地
区
公
民
館
・
町
立
病
院
等
の

施
設
へ
音
声
で
情
報
を
周
知
す
る

も
の
で
す
。

　

保
育
園
・
小
中
学
校
に
つ
い
て

は
、
既
設
の
放
送
設
備
に
接
続
し
、

緊
急
情
報
が
入
る
と
強
制
的
に
緊

急
情
報
が
放
送
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
地
区
公
民
館
に
は
、
放
送
設

備
と
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
気
象
条
件
や
道
路
の

通
行
状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、
半

径
約
２
０
０
〜
２
５
０
メ
ー
ト
ル

の
範
囲
ま
で
周
知
で
き
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
ご
指
摘
の
と
お
り

町
内
全
域
を
カ
バ
ー
で
き
る
状
態

に
な
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

二
つ
目
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
シ

ス
テ
ム
は
、
ド
コ
モ
・
au
・
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
の
３
社
の
携
帯
電
話
に

メ
ー
ル
で
情
報
を
配
信
す
る
も
の

で
す
。
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
受
信

機
能
付
き
の
端
末
を
ご
使
用
の
方

で
、
町
内
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
で

あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
受
信
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
配
信
可
能
な

情
報
が
制
限
さ
れ
て
お
り
、
５
月

29
日
に
発
表
に
な
り
ま
し
た
竜
巻

注
意
情
報
な
ど
の
気
象
情
報
の
み

の
配
信
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

（
※
受
信
機
能
付
き
の
端
末
で
も
、

事
前
に
受
信
設
定
が
必
要
な
機
種

が
あ
り
ま
す
）

　

ご
指
摘
い
た
だ
い
た
町
内
全
域

へ
の
情
報
伝
達
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
シ
ス
テ
ム
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能

を
活
か
し
な
が
ら
、
シ
ス
テ
ム
の

拡
充
や
そ
の
他
の
シ
ス
テ
ム
と
の

連
携
な
ど
、
本
町
に
適
し
た
手
法

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
火
災
時
の
サ
イ
レ
ン
に

つ
い
て
は
、
各
地
区
公
民
館
の
放

送
設
備
に
情
報
を
送
っ
た
場
合
で

も
、
前
記
の
と
お
り
情
報
の
伝
達

範
囲
が
約
２
０
０
〜
２
５
０
ｍ
で

あ
り
、
広
く
町
民
の
方
へ
の
周
知

に
は
な
ら
な
い
状
況
で
す
。
そ
れ

を
補
完
す
る
機
能
の
一
環
と
し
て
、

消
防
団
員
に
対
し
て
火
災
情
報
等

を
周
知
す
る
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム

（
全
団
員
向
け
メ
ー
ル
送
信
）
の

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

（
総
務
課
防
災
管
財
係
）

■
広
報
直
通
便
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ　

総
務
課
企
画
室
情
報
係

☎
85

－

６
１
２
１

善
意
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会

よ
り
、
災
害
時
に
避
難
所
で
使
用

す
る
備
品
が
入
っ
た
「
ア
ラ
ー
ト

ボ
ッ
ク
ス
」
２
セ
ッ
ト
を
寄
附
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

有
事
の
際
の
避
難
時
に
は
、
こ

の
よ
う
な
物
品
が
必
要
だ
と
認
識

し
て
も
ら
い
活
用
し
て
ほ
し
い
と
、

県
を
通
じ
て
県
内
35
市
町
村
に
寄

贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

西
置
賜
管
内
で
発
生
し
て
い
る

火
災
の
情
報
を
「
現
在
の
災
害
情

報
」
と
し
て
西
置
賜
行
政
組
合
消

防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

火
災
発
生
時
、
消
防
テ
レ
フ
ォ

ン
サ
ー
ビ
ス（
☎
84

－

０
１
１
９
）

に
つ
な
が
り
に
く
い
と
き
は
、
西

置
賜
行
政
組
合
消
防
本
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
火
災
の

情
報
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.w
est-fire.jp/syobo/

※
置
賜
行
政
組
合
消
防
本
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.tow
n.shirataka.lg.jp/

ホ
ー
ム 

↓ 

消
防
・
防
災
・
放
射

能 

↓ 

消
防

■
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜
行
政
組
合
消
防
本
部

予
防
課　

☎
88

－

１
７
９
７
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こ
ぶ
し
の
家
夏
ま
つ
り

▼
い
つ　

７
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
３
時
〜
６
時
30
分

▼
ど
こ
で　

こ
ぶ
し
の
家
（
雨
天

時
は
交
流
ホ
ー
ル
）

▼
出
演　

い
と
一
座
・
加
藤
マ
チ

ャ
ア
キ
・
よ
さ
こ
い
白
鷹
櫻
鷹
会

▼
売
店　

焼
き
そ
ば
・
焼
き
と
り

・
こ
ん
に
ゃ
く
・
か
き
氷
・
生
ビ

ー
ル
・
ジ
ュ
ー
ス
等

▼
こ
ぶ
し
の
家
作
品
販
売　

は
が

き
・
わ
り
ば
し
・
の
し
袋
・
箸
置

き
・
手
織
り
製
品
等

※
当
日
は
施
設
開
放
日
に
も
な
っ

▼
締
め
切
り　

７
月
22
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
陽
光
学
園

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当　

岩
澤

☎
85
―
３
０
３
０

第
51
回
町
民
水
泳
大
会

▼
い
つ　

7
月
29
日
（
火
）

　

午
前
８
時
45
分
開
会
式

　

午
前
９
時
15
分
競
技
開
始

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
民
プ
ー
ル

▼
種
目

◇
小
学
生
３
・
４
年
の
部（
男
・
女
）

50
ｍ
自
由
形
、
平
泳
ぎ
、
バ
タ
フ

ラ
イ
、
背
泳
ぎ

◇
小
学
生
５
・
６
年
の
部（
男
・
女
）

50
ｍ
・
１
０
０
ｍ
自
由
形
、
平
泳

ぎ
、
バ
タ
フ
ラ
イ
、
背
泳
ぎ

１
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

団
体
の
部
（
学
校
対
抗
）
…
学
校

別
に
男
女
と
も
１
チ
ー
ム
ず
つ

２
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
、
メ
ド

レ
ー
リ
レ
ー
（
１
人
50
ｍ
）

◇
中
学
生
（
男
・
女
）

50
ｍ
・
１
０
０
ｍ
自
由
形
、
平
泳

ぎ
、
バ
タ
フ
ラ
イ
、
背
泳
ぎ

１
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

団
体
の
部
（
学
校
対
抗
）

２
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
、
メ
ド

催　し

レ
ー
リ
レ
ー

◇
高
校
（
男
・
女
）

50
ｍ
・
１
０
０
ｍ
自
由
形
、
平
泳

ぎ
、
バ
タ
フ
ラ
イ
、
背
泳
ぎ

２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
、
フ
リ

ー
リ
レ
ー
、
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

◇
一
般

50
ｍ
・
１
０
０
ｍ
自
由
形
、
平
泳

ぎ
、

50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
、
背
泳
ぎ

１
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
、

２
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
、
メ
ド

レ
ー
リ
レ
ー

▼
申
し
込
み

７
月
18
日（
金
）　

午
前
９
時
必
着
、

教
育
委
員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係
ま

で
。

小
中
学
生
は
学
校
ご
と
に
ま
と
め

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

高
校
、
一
般
に
つ
い
て
は
、
教
育

委
員
会
に
申
込
書
を
備
え
て
あ
り

ま
す
。

※
当
日
は
駐
車
場
が
大
変
混
み
合

い
ま
す
の
で
、
乗
り
合
わ
せ
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
85

－

６
１
４
７

 
し
ら
た
か
夢
未
来
発
掘
事
業
採
択
事
業 

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
教
室
参
加
者
募
集 

　　

誰
で
も
で
き
る
簡
単
な
リ
ズ
ム

募　集

て
い
ま
す
。
町
内
及
び
近
隣
地
域

の
在
宅
障
が
い
者
（
児
）
の
方
々
、

ど
な
た
で
も
お
い
で
い
た
だ
け
ま

す
。

※
夏
祭
り
の
お
手
伝
い
を
し
て
く

だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

こ
ぶ
し
の
家

☎
85

－

５
６
６
０　

第
19
回
白
鷹
陽
光
学
園
夏
祭
り

▼
い
つ　

８
月
２
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
６
時
〜

大
花
火
大
会
は
午
後
７
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

白
鷹
陽
光
学
園
グ
ラ

ウ
ン
ド
（
雨
天
の
場
合
は
学
園
体

育
館
・
大
花
火
大
会
は
翌
日
）

▼
内
容　

模
擬
店
・
大
花
火
大
会

・
よ
さ
こ
い
白
鷹
櫻
鷹
会

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
陽
光
学
園

夏
祭
り
行
事
係　

中
川

☎
85

－

３
０
３
０　

※
夏
祭
り
の
ス
タ
ッ
フ
を
し
て
く

だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

▼
い
つ　

８
月
２
日
（
土
）

午
後
４
時
30
分
〜　

受
付
開
始

午
後
５
時
〜　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

午
後
８
時
30
分
頃　

終
了
予
定

▼
内
容　

模
擬
店
及
び
利
用
者
対

応
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ダ
ン
ス
教
室
で
す
。
初
心
者
も
大

歓
迎
で
、
見
学
だ
け
で
も
Ｏ
Ｋ
で

す
。 

▼
い
つ　

７
月
19
日
（
土
）

　

午
後
８
時
〜
午
後
９
時
ま
で 

▼
ど
こ
で　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー 

▼
参
加
料　

無
料 

▼
持
ち
物　

シ
ュ
ー
ズ
、
ド
リ
ン

ク
等 

※
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
当
日

午
後
７
時
50
分
ま
で
直
接
会
場
に

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。 

■
問
い
合
わ
せ　

事
務
局　

吉
村

☎
０
８
０

－

６
０
２
６

－

５
２
４
３

大
相
撲
長
井
黒
獅
子
場
所
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

　　

８
月
10
日
に
開
催
の
「
大
相
撲

長
井
黒
獅
子
場
所
」
実
行
委
員
会

で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
土

俵
づ
く
り
や
会
場
案
内
、
弁
当
配

り
な
ど
で
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け

る
方
に
は
記
念
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
を

差
し
上
げ
ま
す
。
長
井
黒
獅
子
場

所
の
成
功
に
ど
う
ぞ
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
観
覧
の
チ
ケ
ッ
ト
は
残

り
わ
ず
か
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
求
め
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
市
総
務
課

☎
84

－

２
１
１
１
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な
が
い
寺
子
屋
「
食
の
楽
校
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

小
学
生
向
け
に
味
の
し
く
み
を

知
る
体
験
教
室
を
し
、
子
ど
も
た

ち
だ
け
で
協
力
し
て
お
昼
ご
は
ん

を
作
っ
て
食
べ
た
り
、
畑
で
種
ま

き
を
す
る
体
験
を
し
ま
す
。

▼
い
つ　

８
月
２
日
（
土
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

▼
ど
こ
で　

長
井
市
平
野
地
区
公

民
館

▼
対
象　

小
学
１
年
生
〜
６
年
生

▼
定
員　

30
人
（
要
予
約
、
参
加

は
無
料
で
す
）

▼
内
容　

食
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
味

覚
の
体
験
教
室
」、「
協
力
し
て
買

物
・
調
理
体
験
」、「
畑
で
農
作
業

体
験
」

※
別
日
程
で
秋
の
収
穫
体
験
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
長
井
青
年
会
議
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ

等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

公
益
社
団
法
人

長
井
青
年
会
議
所　

長
沼

☎
84

－

５
３
９
４

や
ま
が
た
農
業
体
験
バ
ス
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集

　

山
形
県
内
で
新
た
に
農
業
を
始

め
た
い
方
、
農
業
に
関
心
を
お
持

ち
の
方
に
、
就
農
に
向
け
た
相
談

や
農
業
体
験
の
機
会
を
提
供
す
る

た
め
、「
や
ま
が
た
農
業
体
験
バ
ス

ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
い
つ　

７
月
26
日
（
土
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

▼
集
合
・
解
散　

山
形
市　

緑
町

会
館（
山
形
市
緑
町
１

－

９

－

30
）

▼
内
容　

農
業
体
験
・
視
察

・
河
北
町　

イ
タ
リ
ア
野
菜　

牧

　

野
聡
さ
ん

・
寒
河
江
市　

古
城
バ
ラ
園　

古

　

城
謙
一
郎
さ
ん

就
農
ガ
イ
ダ
ン
ス
…
研
修
制
度
の

紹
介
・
個
別
就
農
相
談　

な
ど

▼
参
加
対
象　

新
規
就
農
及
び
農

業
体
験
希
望
者

▼
定
員　

20
人
程
度
（
初
め
て
参

加
の
方
を
優
先
し
ま
す
）

▼
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
昼
食

・
保
険
料
）

▼
申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
載
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ

ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
や
ま
が
た
農
業
支
援
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

７
月
18
日
（
金
）

（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ　

公
益
財
団
法
人

や
ま
が
た
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３

－

６
４
１

－

１
１
１
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
３

－

６
２
４

－

６
０
１
９

E-m
ail:　

info-shinkishuno@
yam
agata-nogyo-sc.or.jp

介
護
職
員
初
任
者
研
修
の
受
講

者
を
募
集
し
ま
す

　　

こ
れ
か
ら
介
護
の
仕
事
を
す
る

う
え
で
必
須
の
資
格
で
、
介
護
に

関
す
る
基
本
的
な
知
識
と
技
術
を

学
び
ま
す
。
当
講
座
は
、
慈
光
園

で
実
施
す
る
た
め
割
安
な
費
用
で

受
講
で
き
ま
す
。

▼
研
修
期
間　

9
月
10
日（
水
）〜

平
成
27
年
3
月
11
日
（
水
）

▼
研
修
日
時 

毎
週
水
曜
日
の

午
後
6
時
か
ら
と
日
曜
日
の
午
前

9
時
か
ら

▼
研
修
会
場　

ケ
ア
ハ
ウ
ス
ウ
エ

ル
フ
ェ
ア
慈
光
園　

ド
リ
ー
ム
ホ

ー
ル

▼
募
集
定
員　

20
人

▼
費
用　

受
講
料
４
万
円
、
テ
キ

ス
ト
代
６
８
０
０
円

▼
申
込
方
法　

受
講
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

8
月
15
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
慈
光
園　

担
当　

梅
津

☎
88

－

２
７
１
１

放
送
大
学
10
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
26
年
度

第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
等
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で

す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅

広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。
無
料
で

資
料
を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
の
で
、

放
送
大
学
山
形
学
習
セ
ン
タ
ー
ま

で
、
お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
出
願
期
限　

８
月
31
日（
日
）

■
問
い
合
わ
せ　

放
送
大
学
山
形
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３

－

６
４
６

－

８
８
３
６

山
形
県
警
察
官
（
警
察
官
Ｂ
）

を
募
集
し
ま
す

▼
受
験
資
格　

昭
和
54
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
で
、
次
の
※
（
警

察
官
Ａ
）
に
該
当
し
な
い
方
。

※
昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
で
、
大
学（
短
期
大
学
を
除
く
）

を
卒
業
し
た
方
ま
た
は
平
成
27
年

３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方
。

▼
申
込
期
間 　

８
月
１
日
（
金
）

〜
９
月
１
日
（
月
）

▼
第
１
次
試
験　

９
月
21
日（
日
）

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
警
察
署　

☎
84

－

０
１
１
０おしらせ

生
涯
学
習
推
進
基
金
を
ご
活
用

く
だ
さ
い

　　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
活
動
を
支
援

す
る
た
め
、
活
動
費
用
（
生
涯
学

習
推
進
基
金
）
の
貸
付
を
行
っ
て

い
ま
す
。
国
内
、
国
外
で
研
修
に

参
加
す
る
場
合
な
ど
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

▼
貸
付
額　

○
国
内
学
習
20
万
円
以
内

○
海
外
学
習
50
万
円
以
内

○
文
化
研
究
に
関
わ
る
出
版
に
要

す
る
経
費　

１
０
０
万
円
以
内

▼
申
込
期
間　

随
時
受
付
け
ま
す
。

　

貸
付
申
請
書
な
ど
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
、
貸
付
の
可
否
を
決
定



25　

▼
内
容　

輪
投
げ
・
ペ
タ
ン
ク

※
①
②
い
ず
れ
も
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

元
気
ニ
コ
ニ
コ
推
進
会
議   

平
吹

☎
85

－

０
９
４
２

「
シ
ャ
ッ
タ
カ
」
安
達
稔
シ
ェ

フ
の
米
粉
料
理
教
室 

▼
い
つ　

8
月
５
日（
火
）　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
1
時
30
分

▼
ど
こ
で　

鮎
貝
地
区
公
民
館
ハ

ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ　

調
理
室 

▼
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。 

▼
定
員　

16
人
（
先
着
）

▼
内
容　

米
粉
を
使
っ
た
料
理
教

室
（
米
粉
の
イ
タ
リ
ア
ン
） 

▼
講
師　

安
達
稔
さ
ん
（
イ
タ
リ

ア
料
理
ト
ラ
ッ
ト
リ
ア
ピ
ッ
ツ
ェ

リ
ア
「
シ
ャ
ッ
タ
カ
」
シ
ェ
フ
） 

▼
参
加
料　

無
料 

▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

等
の
調
理
に
適
し
た
服
装
、
手
ふ

き
、
筆
記
用
具
な
ど
。 

▼
申
し
込
み　

米
っ
粉
ク
ラ
ブ
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
米
粉
料
理
教
室
申

込
フ
ォ
ー
ム
よ
り
お
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。 

http://yam
agata-kom

eko.jp/

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
れ
な

い
方
は
、
電
話
で
も
お
申
し
込
み

し
ま
す
。

▼
貸
付
期
間　

３
年（
短
縮
可
能
）

▼
返
済
方
法　

・
返
済
額
は
借
受
金
額
の
み
（
無

利
子
）
で
す
。

・
年
賦
均
等
返
済
と
し
、
千
円
未

満
の
端
数
金
額
が
あ
る
場
合
は
初

年
度
返
済
額
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
・
文
化
振
興
係

☎
85

－

６
１
４
６

元
気
ニ
コ
ニ
コ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆

軽
ス
ポ
ー
ツ
の
ご
案
内

　
①
元
気
ニ
コ
ニ
コ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

清
々
し
い
空
気
と
森
林
浴
を
満

喫
し
、
一
緒
に
健
康
づ
く
り
を
し

ま
し
ょ
う
。

▼
い
つ　

７
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
５
時
45
分
集
合

▼
集
合
場
所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
コ
ー
ス　

県
民
の
森
コ
ー
ス

▼
持
ち
物　

飲
み
物
、
軽
食
、
雨

具
な
ど

②
軽
ス
ポ
ー
ツ

　

楽
し
く
体
を
動
か
し
て
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

▼
い
つ　

８
月
６
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
９
時

▼
ど
こ
で　

荒
砥
地
区
公
民
館

い
た
だ
け
ま
す
。　

 

■
問
い
合
わ
せ　

株
式
会
社
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ズ
（
企
画
運
営
） 

☎
０
２
３

－

６
３
２

－

７
２
２
６

担
当　

千
葉
・
豊
田 

山
形
摂
食
嚥
下
研
究
会

第
12
回
研
修
会
in
置
賜
地
区

▼
い
つ　

７
月
27
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
10
分

▼
ど
こ
で　

米
沢
市
す
こ
や
か
セ

ン
タ
ー　

大
会
議
室
（
米
沢
市
西

大
通
一
丁
目
５

－

60
）

▼
内
容　

「
食
べ
る
た
め
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
」「
摂
食
・
嚥え
ん

下
障
害

の
栄
養
と
食
事
の
工
夫
」「
摂
食

・
嚥
下
障
害
の
ケ
ア
」

▼
対
象　

医
療
・
介
護
・
福
祉
関

係
者

▼
定
員　

１
５
０
人
（
定
員
に
な

り
し
だ
い
締
切
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
）

▼
参
加
費　

２
０
０
０
円
（
昼
食

代
は
含
み
ま
せ
ん
の
で
、
各
自
で

ご
準
備
く
だ
さ
い
）

▼
申
込
方
法　

参
加
申
し
込
み
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
み
と
い
た
し
ま
す
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
３
５

－

７
８

－

７
５
１
５

▼
申
込
期
限　

７
月
20
日（
日
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

鶴
岡
協
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
院　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

言
語
聴
覚
科　

田
口　

充

E-m
ail:　

tsuruokariha2
.cl@

healthcarenet.jp

Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
夜
間
検
査
の

ご
案
内

　

肝
臓
週
間
に
伴
い
、
Ｂ
型
・
Ｃ

型
肝
炎
の
夜
間
検
査
を
行
い
ま
す
。

▼
い
つ　

７
月
28
日
（
月
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

▼
置
賜
保
健
所　

１
階

▼
検
査
内
容　

血
液
検
査
（
結
果

は
１
週
間
後
に
再
来
所
し
て
い
た

だ
き
説
明
い
た
し
ま
す
）

▼
そ
の
他　

予
約
は
不
要
、
匿
名

・
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
お
近
く
の
医
療
機
関
で
同
じ
検

査
を
無
料
で
行
っ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
保
健
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
保
健
所
地
域
保
健
予
防
課　

感
染
症
予
防
担
当

☎
０
２
３
８

－

22

－

３
０
０
２

「
ま
ち
の
保
健
室
」
の
ご
案
内

　

学
校
に
あ
る
「
保
健
室
」
の
よ

う
に
、
心
や
身
体
に
つ
い
て
の
気

に
な
る
こ
と
や
悩
み
を
気
軽
に
相

談
で
き
る
場
所
。
そ
れ
が
「
ま
ち

の
保
健
室
」
で
す
。
お
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

８
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

▼
ど
こ
で　

道
の
駅
い
い
で
「
め

ざ
み
の
里
」
観
光
物
産
館

▼
内
容　

健
康
相
談
（
血
圧
測
定

・
体
脂
肪
測
定
・
骨
密
度
測
定

等
）
や
介
護
・
育
児
の
相
談

▼
主
催　

山
形
県
看
護
協
会
置
賜

支
部

■
問
い
合
わ
せ

公
立
置
賜
総
合
病
院　

佐
藤
美
佐
子

☎
84

－

２
１
６
１

「
患
者
と
と
も
に
取
り
組
む
医

療
安
全
」
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

山
形
県
看
護
協
会
で
は
、
安
全

で
安
心
で
き
る
医
療
を
提
供
す
る

た
め
に
県
民
と
医
療
提
供
者
が
連

携
し
、
医
療
安
全
対
策
を
検
討
す

る
機
会
と
し
て
、
公
開
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
ま
す
。

▼
い
つ　

８
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
ど
こ
で　

山
形
県
看
護
協
会
会

館　

３
階
第
１
研
修
室

▼
対
象　

県
民
・
医
療
従
事
者
・

介
護
従
事
者

▼
内
容　

基
調
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
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さ
い
。

■
公
益
社
団
法
人　

山
形
県
看
護

協
会

☎
０
２
３

－

６
８
５

－

８
０
３
３

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　　

水
温
が
高
く
な
る
と
、
コ
イ
ヘ

ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
が
発
生
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
ん
延
を

防
ぐ
た
め
、
コ
イ
の
大
量
死
や
異

常
を
発
見
し
た
場
合
に
は
左
記
ま

で
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
置
賜
総
合
支
庁
農
業
振
興
課

☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
５
３

○
山
形
県
内
水
面
水
産
試
験
場

☎
０
２
３
８

－

38

－

３
２
１
４

○
山
形
県
水
産
課

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

３
０
７
１

　

ま
た
、
釣
っ
た
コ
イ
や
飼
育
し

て
い
る
コ
イ
を
、
他
の
川
や
池
等

に
放
流
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル

ス
病
は
、
コ
イ
（
マ
ゴ
イ
及
び
ニ

シ
キ
ゴ
イ
）
特
有
の
病
気
で
あ
り
、

コ
イ
以
外
の
生
物
や
人
間
に
は
全

く
影
響
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総
合
支
庁

農
業
振
興
課

☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
５
３

法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

本
年
６
月
23
日
か
ら
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
交
付
請
求
し
た
登
記
事
項

証
明
書
・
代
表
者
事
項
証
明
書 

・

印
鑑
証
明
書
を
、
長
井
市
役
所
第

２
庁
舎
１
階
に
設
置
し
て
あ
る
長

井
市
役
所
法
務
局
証
明
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
受
け
取
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
地
方
法
務

局
米
沢
支
局　

☎
０
２
３
８

－

22

－

２
１
４
８

労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を
お
手

伝
い
し
ま
す

　

山
形
県
労
働
委
員
会
で
は
、
労

働
者
個
人
と
事
業
主
と
の
間
に
生

じ
た
労
働
条
件
等
の
ト
ラ
ブ
ル
を

円
満
に
解
決
す
る
た
め
の
「
あ
っ

せ
ん
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
あ
っ

せ
ん
員
が
当
事
者
双
方
の
主
張
を

お
聴
き
し
な
が
ら
話
し
合
い
で
解

決
を
図
る
制
度
で
す
。
無
料
・
秘

密
厳
守
で
行
い
ま
す
の
で
、
解
雇
、

賃
金
な
ど
の
問
題
で
お
困
り
の
方

は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
労
働
委

員
会
事
務
局

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
７
９
３

家
庭
教
育
電
話
相
談
の
ご
案
内

　

山
形
県
で
は
、
子
育
て
や
家
庭

教
育
に
関
す
る
相
談
機
関
と
し
て
、

家
庭
教
育
電
話
相
談
「
ふ
れ
あ
い

ほ
っ
と
ラ
イ
ン
」
を
設
置
し
て
お

り
ま
す
。
子
育
て
の
悩
み
を
ひ
と

り
で
抱
え
ず
、
電
話
で
お
話
し
く

だ
さ
い
。
専
門
の
相
談
員
が
一
緒

に
考
え
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。　

【
ふ
れ
あ
い
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
】

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
８
７
６

　

月
〜
金
曜
日　

午
前
８
時
30
分

〜
４
時
15
分
（
相
談
員
対
応
は
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
15
分
）

＊
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
は
休
み

　

で
す
。

＊
電
子
メ
ー
ル
・
Ｆ
A
Ｘ
は
24
時

　

間
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

E
-m
ail:　

ysh
o
g
ak
u
@
p
ref.

yam
agata.jp

Ｆ
A
Ｘ
０
２
３

－

６
３
０

－

２
８
７
４

※
相
談
の
秘
密
は
守
り
ま
す
。
ま

た
、
子
ど
も
か
ら
の
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
教
育
庁

文
化
財
・
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

振
興
室

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
８
７
２

  ６月の町長交際費
　平成26年６月に支出された町長交際費についてお知らせします。

■問い合わせ　総務課総務係　☎85－6120
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　白鷹町商工会青年部では、しらたか夢未来発
掘事業「しらたかＰＲ大作戦」において、白鷹
町の様々な名所や特産品などを広くＰＲし白鷹
町の活性化につながるきっかけとなる町公認の
ご当地キャラクターを公募により決定しました。
ただいま、キャラクターの名前を募集していま
す。
◆募集内容
　応募用紙（白鷹町商工会のホームページより
ダウンロードできます）に必要事項を記載のう
え、キャラクターの名前を記載し応募してくだ
さい。多くの人から親しまれ愛着が持たれる名
前をお願いします。
◆応募条件
・応募数は一人１点とします。
・応募者は、募集要項のすべてに同意する方の
　みとします。
◆募集期間　7月25日（金）まで
◆応募方法
　商工会窓口へ持参またはＦＡＸいただくか、
スピカ店内に設置の応募箱へ投函ください。
※作品提出にかかる費用については、応募者の
　負担とします。
◆選考方法
①応募作品は、白鷹町商工会青年部にて決定し
　ます。
②採用された方には白鷹町商工会青年部加入事
　業所で使える商品券３万円分を贈呈します。
③採用作品の発表は、8月2日（日）に開催され
　る「白鷹町産業フェア2014」にて発表します。
　また、ホームページへ掲載のほか、採用され
　た方へ直接連絡します。
※そのほかの詳細はお問い合わせください。
■応募・問い合わせ
白鷹町商工会青年部　担当　千田
☎85－0055　FAX85－0056
E-mail：ta-chi@shokokai-yamagata.or.jp
白鷹町商工会ホームページ
http://www1.shirataka.or.jp/sirasyou/

デザイン：遠藤みゆきさん
（県立荒砥高校事務職員）

【デザインの意図】
　白鷹町の紅花の髪飾りと
紅花柄の着物を身につけた
白い鷹。 鮎と蕎麦が大好物 
です。

町民プールの一般開放について
◇開放期間
　７月19日（土）～７月21日（月・祝）
　７月26日（土）～８月18日（月）
　ただし、７月29日（火）は休み
◇利用時間
　午前９時～午後４時
（正午～午後１時までは施錠し閉場します）
※東中学校水泳部部活動により、コースの一部を
　制限する場合がありますので、ご了承ください。
◇注意事項
＊入口は、東中体育館北側から入場ください。
＊幼児が利用する場合は、必ず保護者が付き添っ
　てください。
＊監視員の指示には、必ず従ってください。
＊入水前に準備運動を十分に行ってください。
＊水鉄砲などは持ち込みを禁止します。
＊プールでは、ほかの人の迷惑にならないよう、
　さわいだりふざけたりしないでください。
＊持ち物の管理は自己の責任で行ってください。
※７月29日（火）は第51回白鷹町小・中学校及び
町民水泳大会が開催されるため、終日、一般開放
は行いませんのでご了承ください。

■問い合わせ
　教育委員会生涯スポーツ係　☎85－6147

　

測
定
限
界　

　
　

０
・
４
９
〜
０
・
７
３
Ｂ
ｑ

　
　
（
ベ
ク
レ
ル
）／
㎏
以
下

　

▼
期
間　

　

６
月
12
日（
木
）〜
18
日（
水
）

　
　

　
　

い
ず
れ
の
保
育
園
も
、
放

　

射
性
ヨ
ウ
素
、
放
射
性
セ
シ

　

ウ
ム
と
も
に
不
検
出
で
し
た
。

　　

■
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

　

☎
86

－

０
２
１
２
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-14 鮎　貝 小山
智司 隼

はや

　人
と

幸恵

高　玉 金田
禎史 美

み

　穂
のり

美由紀

荒砥乙 中村
孝次 早

さ

　希
き

由貴子

荒砥甲 横山
水也 菜

な

　月
つき

美雪

畔　藤 岡崎
和憲 稟

り

　央
お

真智子

荒砥乙 宇津木
尚也 剣

けん

　成
せい

理紗

山　口 岡部
典 葵

あおい

愛

　　氏　　　名　　　 住所

（平　井　忠　幸　　畔　藤

志　田　怜　菜　　寒河江市

（大　滝　雄　介　　荒砥乙

渡　部　日　生　　小国町

住所　　 氏　　名 年齢

十　王　梅　津　おもと　89
荒砥甲　大　貫　恒　子　89
浅　立　鈴　木　清　一　74
荒砥甲　堀　内　ヨ　ウ　88
高　玉　稲　葉　時　子　76
鮎　貝　赤　間　敏　雄　85
萩　野　梅　津　榮　一　91
荒砥乙　　　原　輝　次　95
横田尻　小　口　嘉　雄　77
横田尻　飯　澤　吉　男　85
荒砥甲　渋　谷　吾　郎　94
高　岡　樋　口　良　仁　56
高　玉　金　田　ふぢ江　86
十　王　海老名　は　な　93
広　野　新　野　重　雄　63
横田尻　小　林　よし子　81
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